
 

会  議  要  旨 

（１／３） 

会議の名称 令和 5年度第 2回川越市自殺対策連絡会議 

開 催 日 時 
 令和 5年 10月 19日（木） 

 14時 00分 開会 ・ 15時 00分 閉会 

開 催 場 所  川越市保健所 大会議室 

議   長 
 埼玉医科大学総合医療センター 

 メンタルクリニック教授 吉益晴夫 

出席者氏名 

（人数） 
 別紙のとおり（14名） 

欠席者氏名 

（人数） 
 別紙のとおり（2名） 

事務局職員 

職 氏 名 

 川越市保健所長 丸山浩、 副所長 若林昭彦 

 保健予防課長 福田英一、 副課長 佐藤順子、 

副主幹 岩間亜希、 主査 石黒剛、 主査 伊藤陽平、 

主任 齋藤薫、 事務 池谷真弓 

会 

議 

次 

第 

１．開会 

２．議題 

（１）第二次川越市自殺対策計画（素案）について 

３．その他 

（１）今後のスケジュールについて 

（２）各委員からの報告及び意見交換 

４．閉会 

 

 

 

配 布 資 料 

 

 

 

 

 

・次第 

・委員名簿 

・資料１ 第二次川越市自殺対策計画（素案） 

・資料２ 取組施策及び事業 

・資料３ 次期川越市自殺対策計画策定スケジュール 

・前回第１回の会議要旨 

・埼玉いのちの電話 広報資料 

・「命の大切さを伝える」鉄道キャンペーンポスター展（報告） 

 

 

 

 



（２／３） 

議  事  の  経  過 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

１．開会 

  傍聴者はなし。 

 

２．議題 

（１）第二次川越市自殺対策計画（素案）について 

  事務局より、資料 1,2に基づいて説明。 

 

【委員の意見】 

23ページまとめ部分の最後の行に「男性・60歳以上・無職・

同居人あり」のリスクが最も高いとあるが、これでは同居せず

一人暮らしさせた方が望ましいといった誤ったメッセージに

受け取られかねないと感じる。また、11ページの「同居人の

有無」の統計データ、男女別の比較を見ると確かに「同居人あ

り」の人数が多いが、実際に同居人がいることによって自殺の

リスクが高くなるのかどうかわかる資料があれば追加いただ

きたい。 

 

統計上、同居人の有無だけで見るとこのような結果だが、必

ずしも「同居人あり」の方がリスクが高いということを示して

いるわけではないと考えており、資料の掲載内容を検討した

い。 

 

３．その他 

（１）今後のスケジュールについて 

  事務局より、資料 3に基づいて説明。 

  

【委員の意見】 

なし 

 

（２）各委員からの報告及び意見交換 

・若者の自殺対策として、高校生にいのちの電話の存在を知っ

てもらうために、県内高校４校に参加してもらい合唱コンサー

トを実施したので報告する。 

・盛岡センターの広報に「死にたいと言われたらどう対応する

か、どう関わっていくか」といったテーマの講演会の記事があ

ったので、情報提供する。 

・厚生労働省の補助金事業で令和 6年 1月 13日に公開講演会 



（３／３） 

議  事  の  経  過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

を実施するため、周知に協力いただきたい。 

・いのちの電話はボランティア団体であり、研修費や交通費も

自己負担の市民活動という位置づけである。なぜボランティア

で運営しているのかがよくわかる記事になっているので情報

提供する。 

 ・国内で毎年開かれる自殺予防学会について、来年は 9月 13

日から 15日の間、浦和の埼玉会館にて開かれる。今後、各委

員に案内をする。 

 

・命の大切さを伝える鉄道キャンペーンポスター展について報

告。自殺予防週間に合わせて JR・東武鉄道・西武鉄道の鉄道

3社と保健所で実施しており、鉄道利用客を中心に命の大切さ

や心と体の健康への理解と認識を深めていただくことを目的

としている。2021年から実施し、今年で 3回目。 

川越市内の中学生・高校生を対象に夏休みの宿題として募集

し、命の大切さをどう伝えるかをテーマにポスターを作成して

いただいた。9月 10日から 30日まで、JR川越駅、東武東上

線川越駅、川越市駅、霞ケ関駅、西武新宿線本川越駅、南大塚

駅の６駅で展示。今年の作品数は 69作品で、昨年の 17作品

から、非常に大きな成果が出たと考えている。 

募集方法を昨年から変更し、川越市教育委員会を通じて各中

学校に依頼した。なお、1作品、直接自殺を表現するようなデ

ザインで、見た人が落ち込んでしまうような内容であったため

に、展示が難しいと判断したものがあった。 

来年度についても同様に実施していきたいと考えている。 

 

【委員の意見】 

展示できなかった 1作品について、自殺で家族を亡くした遺

族の方も見る可能性を考慮すると慎重に判断するべきだと考

える。 

 

４．閉会 

 

 

 

 

 

 


